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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年12月17日(2015.12.17)

【公表番号】特表2014-532614(P2014-532614A)
【公表日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-067
【出願番号】特願2014-538984(P2014-538984)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   21/00     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月26日(2015.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の表面と、第２の表面と、前記第１の表面から前記第２の表面まで延在する本体と
を含む、赤外線反射能を有するガラス物品であって、
　互いに不連続な層である金属銀の複数の層が前記本体内に形成され、金属銀の前記複数
の層の各々が、１００ｎｍ≦Ｔ≦２５０ｎｍであるような厚さＴを有し、金属銀の前記複
数の層の各々が、Ｓ≦５００ｎｍであるような間隔Ｓによって金属銀の隣接した層から離
隔され、それによって少なくとも１つの光学キャビティを前記本体内に形成し、
　前記ガラス物品が、該ガラス物品上に入射する８００ｎｍ～２５００ｎｍの波長を有す
る電磁線の少なくとも一部を反射し、該ガラス物品が、該ガラス物品上に入射する３９０
ｎｍ～７５０ｎｍの波長を有する電磁線の少なくとも一部を透過することを特徴とする、
ガラス物品。
【請求項２】
　前記ガラス物品上に入射する８００ｎｍ～２５００ｎｍの波長範囲内の電磁線の波長に
ついて２５％≦ＲＩＲ≦５０％であるような赤外線反射率ＲＩＲを有することを特徴とす
る、請求項１に記載のガラス物品。
【請求項３】
　前記ガラス物品の前記第１の表面上に入射する３９０ｎｍ～７５０ｎｍの波長範囲内の
電磁線の波長について１０％≦ＴＶ≦２０％であるような可視透過率ＴＶを有することを
特徴とする、請求項１または２に記載のガラス物品。
【請求項４】
　互いに不連続な層である前記複数の層の第１の層が、前記第１の表面から距離Ｄによっ
て離隔され、Ｄ≦５μｍであることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の
ガラス物品。
【請求項５】
　前記ガラス物品の前記本体内まで延在する圧縮応力の層をさらに含み、圧縮応力の前記
層が、約６０μｍまでの層の深さＤＯＬおよび圧縮の大きさＣ≧２００ＭＰａを有するこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載のガラス物品。
【請求項６】
　第１の表面と、第２の表面と、前記第１の表面から前記第２の表面まで延在する本体と
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を有するイオン交換可能なガラス物品を提供する工程と、
　前記ガラス物品内のナトリウムイオンを銀イオンと交換する工程と、
　前記ガラス物品内の前記銀イオンを、前記ガラス物品の前記本体内において、互いに不
連続な層である金属銀の複数の層に形成する工程であって、金属銀の前記複数の層の各層
が前記ガラス物品の前記本体内に含有されて金属銀の隣接した層から離隔されて、金属銀
の前記複数の層が少なくとも１つの光学キャビティを前記ガラス物品内に形成するように
する工程と、
を含むことを特徴とする、赤外線反射能を有するガラス物品を形成する方法。
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